
人
間
文
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創
成
科
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第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

　

は
じ
め
に

　

『
孝
養
集
』（
三
巻
三
冊
）
は
鎌
倉
期
の
成
立
と
言
わ
れ
る
伝
覚
鑁
作
の
仮
名
法
語
の
一
で
あ
る
。

本
書
に
つ
い
て
は
室
町
期
の
写
本
に
既
に
「
高
野
山
伝
法
院
覚
鑁
作
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
く
か
ら
覚
鑁
作
と
し
て
流
布
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
1
）。

そ
れ
が
近
代
に
入
っ
て
、
中
野
達
慧
氏
に

よ
り
本
書
が
偽
書
で
は
な
い
か
と
い
う
左
記
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。

尤
も
此
の
書
を
今
大
師
の
真
撰
と
為
さ
ん
に
は
、
大
要
左
の
如
き
二
難
あ
る
可
し
。
何
と
な

れ
ば
本
書
巻
上
即
ち
全
集
本
六
〇
二
頁
上
段
十
三
行
に
、

或
人
カ
ン
ガ
エ
テ
一
期
大
要
集
ト
名
ヅ
ケ
タ
リ
、
其
文
ニ
曰
云
々
。

と
あ
る
が
。
由
来
自
著
に
自
著
を
引
用
す
る
瘍
合
は
、
必
す
既
述
の
書
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
に
。
奥
書
の
如
く
果
し
て
天
治
二
年
御
歳
卅
一
歳
の
御
撰
述
な
ら
ん
に
は
、
晩
年
の
御
作
た
る

一
期
大
要
秘
密
集
の
文
を
引
き
得
ざ
る
こ
と
ゝ
。
尚
ほ
又
自
著
に
対
し
「
或
人
カ
ン
ガ
エ
てマ
マ

」
と

あ
る
も
甚
だ
訝
か
し
、
是
れ
一
。
次
に
今
大
師
の
所
唱
の
秘
密
念
仏
は
、
既
述
の
如
く
三
密
平
等

の
教
規
に
遵
ひ
、
二
仏
一
礼
・
安
養
都
率
不
二
無
別
と
観
達
し
て
、
往
生
を
当
処
の
即
身
に
獲
得

す
る
玄
致
を
高
潮
せ
ら
れ
た
る
に
。
此
の
書
は
主
と
し
て
浄
土
の
三
経
に
因
拠
せ
る
、
西
方
極
樂

往
生
を
勧
め
た
る
こ
と
、
是
れ
二
。
斯
の
如
く
年
次
の
錯
誤
と
教
旨
の
差
違
と
を
考
慮
せ
ば
到
底

後
人
の
作
と
見
る
の
外
な
し
（
2
）。

　

こ
れ
を
皮
切
り
に
、
現
在
で
は
本
書
を
覚
鑁
に
仮
託
し
た
偽
書
と
見
る
向
き
が
殆
ど
で
あ
り
、
筆

者
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
更
に
本
書
が
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
い
つ
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
か
に

つ
い
て
は
、
伊
原
照
蓮
氏
が
、
近
世
期
の
目
録
な
ど
を
調
査
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
推
論
さ
れ
た
。

　

以
上
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
、
覚
鑁
上
人
、
乃
至
密
厳
院
関
係
の
著
作
全
集
、
或
い
は
著
作

目
録
を
見
て
き
た
が
、
孝
養
集
は
そ
れ
ら
の
中
に
は
見
出
せ
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

以
上
に
よ
っ
て
、
孝
養
集
な
る
著
作
が
覚
鑁
上
人
の
作
と
し
て
一
般
に
は
か
な
り
広
く
読
ま

れ
て
い
た
が
、
学
僧
（
専
門
家
）
た
ち
は
、
孝
養
集
を
興
教
大
師
の
作
と
は
み
と
め
て
い
な
か
っ

た
、
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
（
3
）。

　

中
野
氏
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
、
年
次
の
錯
誤
、
教
旨
の
差
違
が
偽
書
と
見
な
す
根
拠
で
あ
る
な

近
世
前
期
に
お
け
る
『
孝
養
集
』
板
本
の
伝
播
と
そ
の
背
景

木＊　

村　

迪　

子

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
孝
養
集
／
覚
鑁
／
近
世
前
期
／
書
肆
／
テ
キ
ス
ト

＊
平
成
二
一
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻

ら
ば
、
学
問
が
奨
励
さ
れ
て
宗
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
近
世
に
お
い
て
、
学
僧
ら
が
そ
の
矛
盾
に
頓
着

し
な
い
と
い
う
の
も
訝
し
く
、
伊
原
氏
の
指
摘
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
氏
が
「
覚

鑁
上
人
の
作
と
し
て
一
般
に
は
か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、『
孝

養
集
』
は
管
見
の
限
り
、
寛
永
一
九
年
に
も
っ
と
も
早
い
板
本
が
出
て
以
来
、
続
々
と
諸
本
が
刊
行

さ
れ
て
大
衆
に
流
布
し
た
。
書
籍
目
録
に
は
『
孝
養
集
』
の
項
に
「
覚
鑁
作
」
と
い
う
注
記
が
附
さ
れ
、

板
本
に
も
「
高
野
山
伝
法
院
覚
鑁
作
」
と
内
題
に
し
っ
か
り
と
刻
む
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
、
学
僧
ら
の
見
解
と
大
衆
と
の
間
に
お
け
る
『
孝
養
集
』
受
容
の
あ
る
種
の
温
度
差
と
い
う
の

は
、
出
版
が
宗
教
と
緊
密
に
結
び
つ
き
、
数
多
の
仏
書
が
板
行
さ
れ
、
各
々
の
宗
派
に
御
用
書
林
が

存
在
し
た
と
い
う
事
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
些
か
不
審
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
っ
た
い
、
こ
の

矛
盾
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
本
書
は
現
在
、
テ
キ
ス
ト
の
問
題
が
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
そ
の
本
文
が
用
い
ら
れ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。
元
禄
七
年
に
婦
屋
仁
兵
衛
板
が
出
て
以
降
は
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
求
板
本
が

流
通
し
た
。
本
書
の
翻
刻
も
、
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
元
禄
七
年
板
を
底
本
と
し
、
更
に
、『
孝
養
集
』

の
内
容
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
概
ね
こ
の
元
禄
七
年
板
を
底
本
と
し
た
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
の
翻

刻
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
本
書
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
検
討
は
殆
ど
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
元
禄
七
年
板
を
底
本
に
す
る
傾
向
に
つ
い
て
も
、
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
様
子
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
以
下
の
通
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
孝

養
集
』
板
本
は
そ
れ
自
体
が
板
本
に
よ
っ
て
か
な
り
の
異
同
を
含
む
。

写
本
に
は
室
町
時
代
末
期
写
の
真
福
寺
本
（
た
だ
し
上
巻
を
欠
く
）、
版
本
に
は
寛
永
二
十
年

版
・
元
禄
七
年
版
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
漢
字
片
仮
名
交
り
で
、
本
文
は
相
互
に
異
同
が
少

な
く
な
い
（
4
）。

　

こ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
板
本
の
異
同
に
つ
い
て
の
調
査
は
依
然
と
し
て
な

２－１



木
村　

近
世
前
期
に
お
け
る
『
孝
養
集
』
板
本
の
伝
播
と
そ
の
背
景

さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
あ
る
。『
孝
養
集
』
の
板
本
に
つ
い
て
は
右
の
二
つ
の
点
が
特
に
大
き
な
問

題
と
し
て
現
在
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
世
前
期
に
特
に
注
目
し

て
、
こ
の
時
代
の
『
孝
養
集
』
板
本
の
伝
播
を
探
る
こ
と
で
本
書
テ
キ
ス
ト
の
系
統
を
確
認
し
、
ま

た
伊
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
学
僧
ら
と
大
衆
と
の
間
に
本
書
作
者
に
関
す
る
理
解
の
差
が
生
ま

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
探
る
こ
と
で
、
本
書
伝
播
の
背
景
を
解
明
す
る
こ
と
の
端
緒
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
章　

板
本
に
つ
い
て

　

『
孝
養
集
』
の
写
本
、
板
本
に
つ
い
て
は
そ
の
奥
書
が
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
写
本
は
三
種
、
板
本
は
四
種
で
あ
る
。
今
、
そ
の
う
ち
板
本
の
み
次
に
列
記
す
る
。

○
寛
永
拾
九
壬午

暦
十
月
十
五
日

　

京
下
立
売
通
板
木
屋
／
八
兵
衛

○
寛
永
十
九
暦
壬午

十
月
十
八
日

　

板
元
不
明

○
寛
永
未癸

孟
春
吉
旦

　

三
条
通
菱
屋
町

屋
／
林
甚
右
衛
門

○
元
禄
七
甲　
　

戌

歳
孟
春
穀
旦

　

五
条
橋
通
松
屋
町
／
婦
屋
仁
兵
衛
（
5
）

　

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
伊
原
照
蓮
氏
が
、
藤
井
文
政
堂
に
よ
る
求
板
本
の
紹
介
を
さ
れ
て
い
る
（
6
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
調
査
は
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
今
、
私
に
調
査
し
分
類
し
た

も
の
を
次
に
記
す
。
列
記
す
る
に
当
た
っ
て
Ａ
か
ら
Ｄ
の
四
系
統
に
分
け
た
が
、
こ
れ
は
板
木
の
別

に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ‒

１　

寛
永
一
九
年
刊
板
木
屋
八
兵
衛
板

　
　
　
　
　

所
蔵
：
同
志
社
大
学
図
書
館
。（
整
理
番
号　

一
八
八
．
五
／
Ｋ
一
一
〇
）

　
　
　
　
　

巻
数
：
二
巻
二
冊
。
中
巻
を
欠
く
か
。

　
　
　
　
　

題
簽
：
原
題
簽
。「
孝
養
集
巻
上
（
下
）
」

　
　
　
　
　

表
紙
：
原
表
紙
か
。
檜
皮
色
無
地
。
四
ッ
目
綴
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
七
．
六
糎
×
一
九
．
四
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
一
．
四
糎
×
一
七
．
一
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
： 

下
巻
三
四
丁
裏
に
「
右
孝
養
集
者
以
諸
本
校
合
訖
／
願
以
此
功
徳　

平
等
施
一

切
／
同
発
菩
提
心　

往
生
安
楽
国
／
寛
永
拾
九
壬午

暦
十
月
十
五
日
／
京
下
立
売

通
板
木
屋
／
八
兵
衛
」。

Ａ‒

２　

元
禄
七
年
刊
婦
屋
仁
兵
衛
補
刻
修
訂
板

　
　
　
　
　

所
蔵
：
大
正
大
学
附
属
図
書
館
。（
整
理
番
号　

一
五
三
三
／
七
七
／
三　

一
〜
三
）

　
　
　
　
　

巻
数
：
三
巻
三
冊
。

　
　
　
　
　

題
簽
：
原
題
簽
。「
興
教
大
師

孝
養
集
」（
巻
数
表
記
な
し
。）

　
　
　
　
　

表
紙
：
原
表
紙
。
縹
色
無
地
。
四
ッ
目
綴
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
六
．
一
糎
×
一
八
．
九
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
一
．
三
糎
×
一
七
．
四
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
： 

下
巻
三
四
丁
裏
に
「
右
孝
養
集
者
以
諸
本
校
合
訖
／
元
禄
七
甲戌

歳
孟
春
殻
旦
／

五
条
橋
通
松
屋
町
／
婦
屋
仁
兵
衛
寿
梓
」

Ａ‒

３　

刊
年
不
明
永
田
調
兵
衛
求
板

　
　
　
　
　

所
蔵
： 

津
図
書
館
橋
本
文
庫
。（
整
理
番
号　

【
上
】
一
八
．
四
／
二
五
【
中
・
下
】

一
五
．
二
九
六　

橋
五
一
七
九
）

　
　
　
　
　

巻
数
：
三
巻
三
冊
。

　
　
　
　
　

題
簽
：
原
題
簽
。「
覚
鑁
大
師
孝
養
集　

上
（
中
、
下
）
」

　
　
　
　
　

表
紙
：
原
表
紙
。
縹
色
無
地
。
四
ッ
目
綴
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
六
．
〇
糎
×
一
八
．
五
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
一
．
三
糎
×
一
七
．
二
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
： 

下
巻
三
四
丁
裏
に
「
右
孝
養
集
者
以
諸
本
校
合
訖
／
元
禄
七
甲戌

歳
孟
春
殻
旦
／

五
条
橋
通
松
屋
町
／
婦
屋
仁
兵
衛
寿
梓
」。

　
　
　
　
　

補
記
： 

下
巻
末
に
「
皇
都
書
林
文
昌
堂
増
版
目
録
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
板
元
は
「
花

屋
町
西
洞
院
西
入
町
／
永
田
調
兵
衛
」。

Ｂ　
　
　

寛
永
一
九
年
刊
板
元
不
明
板

　
　
　
　
　

所
蔵
：
成
田
山
仏
教
図
書
館
。（
整
理
番
号　

一
／
四
／
三
五
）

　
　
　
　
　

巻
数
：
三
巻
合
一
冊
。

　
　
　
　
　

題
簽
：
な
し
。

　
　
　
　
　

表
紙
：
替
表
紙
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
七
．
五
糎
×
二
六
．
〇
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
一
．
五
糎
×
一
八
．
〇
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
： 
一
二
一
丁
裏
に
「
河
刕
上
太
子
転
法
輪
寺
法
蔵
納
置
之
者
也
／
施
主　

肥
前
国

２－２



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

佐
賀
郡　

永
海
／
寛
永
十
九
暦
壬午

十
月
十
八
日
願
主　

良
永
」。

Ｃ‒
１　

寛
永
二
〇
年
刊
林
甚
右
衛
門
板

　
　
　
　
　

所
蔵
：
京
都
大
学
附
属
図
書
館
。

　
　
　
　
　

巻
数
：
三
巻
三
冊
。

　
　
　
　
　

題
簽
：
原
題
簽
か
。「
孝
養
集　

壹
（
貳
、
参
止
）
」

　
　
　
　
　

表
紙
：
原
表
紙
。
檜
皮
色
無
地
。
五
ッ
目
綴
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
七
．
八
糎
×
一
九
．
〇
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
一
．
二
糎
×
一
五
．
九
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
： 

巻
下
三
五
丁
裏
に
「
寛
永
癸未

孟
春
吉
旦
／
三
条
通
菱
屋
町

屋
／
林
甚
右
衛

門
」。

Ｃ‒

２　

刊
年
不
明
婦
屋
仁
兵
衛
後
印
本

　
　
　
　
　

所
蔵
：
龍
谷
大
学
図
書
館
。（
整
理
番
号　

〇
二
四
．
九
三
／
一
八
六‒

ｗ
）

　
　
　
　
　

巻
数
：
三
巻
合
一
冊
。

　
　
　
　
　

題
簽
：
な
し
。
直
書
き
で
「
覚
鑁
孝
養
集
」。

　
　
　
　
　

表
紙
：
原
表
紙
か
。
丁
子
色
無
地
。
五
ッ
目
綴
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
六
．
三
糎
×
一
七
．
三
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
一
．
〇
糎
×
一
五
．
八
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
： 

下
巻
三
五
丁
裏
の
林
甚
右
衛
門
の
刊
記
を
削
っ
て
か
わ
り
に
三
五
丁
表
末
に
婦

屋
仁
兵
衛
の
名
前
を
刻
む
。

Ｄ　
　
　

寛
文
九
年
婦
屋
仁
兵
衛
板

　
　
　
　
　

所
蔵
：
筆
者
。

　
　
　
　
　

巻
数
：
三
巻
六
冊
。

　
　
　
　
　

題
簽
： 

替
題
簽
。
白
紙
に
墨
書
き
で
「
孝
養
集　

巻
上
（
上
之
下
、
中
、
中
之
下
、
下
）
」。

下
之
下
の
み
、
題
簽
を
欠
く
。

　
　
　
　
　

表
紙
：
原
表
紙
。
縹
色
無
地
。
五
ッ
目
綴
。

　
　
　
　
　

寸
法
：
二
七
．
〇
糎
×
一
七
．
八
糎
。

　
　
　
　
　

匡
郭
：
二
〇
．
九
糎
×
一
六
．
三
糎
。

　
　
　
　
　

刊
記
：
巻
下
之
下
二
二
丁
表
末
尾
に
「
寛
文
九
年
巳酉

七
月
吉
旦
／

屋
／
仁
兵
衛
板
」。

　

以
上
が
管
見
の
限
り
の
『
孝
養
集
』
板
本
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
国
書
総
目
録
な
ど
に
は
、
い

く
つ
か
間
違
い
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
『
孝
養
集
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
国
書
総
目
録
』
に
寛
永
三
年
板
と
あ
る
が
、
実
際
は
寛
永
二
〇
年
の
林
甚
右
衛
門
板
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
ふ
た
つ
に
、
和
歌
山

大
学
紀
州
文
庫
本
に
つ
い

て
も
、
寛
永
一
三
年
板
と

目
録
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
、

寛
永
二
〇
年
の
林
甚
右
衛

門
板
で
あ
っ
た
。

　

Ｄ
に
つ
い
て
は
今
ま
で

未
確
認
と
さ
れ
て
い
た
三

巻
六
冊
の
平
仮
名
本
で
あ

る
。
い
く
つ
か
の
書
籍
目

録
に
記
録
が
あ
り
、『
日

本
古
典
文
学
大
辞
典
』
で

も
「
寛
文
十
年
以
降
の

『
書
籍
目
録
』
に
は
六
冊

の
平
仮
名
本
ま
た
は
絵
入

平
仮
名
本
が
見
え
、
流
布

し
た
形
跡
が
う
か
が
わ
れ

る
（
7
）」
と
指
摘
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
が
、
今
回
幸

い
に
し
て
現
存
本
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
、
刊
年

も
寛
文
九
年
と
明
ら
か
に

な
っ
た
。
参
考
の
た
め

に
、
巻
上
の
一
丁
表
と
刊

記
の
部
分
を
載
せ
て
お
く
。

　

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、
次
章
で
は
板
本
の
内
容
に
つ
い
て
、
更
に
細
か
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
二
章　

板
本
『
孝
養
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　

前
章
で
は
板
木
の
別
に
よ
っ
て
四
系
統
に
分
類
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
よ
り
い
っ
そ
う
検
証
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
内
容
で
あ
る
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
系
統
の
テ
キ
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平
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同
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刊
記
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木
村　

近
世
前
期
に
お
け
る
『
孝
養
集
』
板
本
の
伝
播
と
そ
の
背
景

ス
ト
と
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
か
な
り
文
章
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

た
と
え
ば
冒
頭
の
部
分
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ａ‒

１
本

仏
道
ヲ
願
ベ
キ
様
仮
名
ニ
書
テ
可
レ

申
由
承
テ
人
ニ
尋
註
シ
申
ス
也
。
夫
極
楽
ヲ
願
ハ
ン
ト
思

食
ハ
先
我
身
ヲ
悦
テ
重
ネ
テ
実
ノ
縁
ヲ
結
ビ
タ
マ
フ
ベ
シ
。
其
故
ハ
適
難
受
受
人
身
。
亦
難
値

値
仏
法
。
事
ハ
是
既
ニ
極
楽
ヲ
得
ン
基
ヒ
ナ
リ
。
実
ニ
願
ヒ
求
メ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
其
教
ヘ
様
様
経

論
ニ
ア
リ
。
但
シ
其
ニ
タ
エ
ズ
ハ
折
ニ
随
ヒ
琴
ノ
音
笛
ノ
音
是
ニ
不
限
加
様
ニ
ヤ
サ
シ
ク
。
哀

レ
ヲ
催
ス
声
ヲ
聞
テ
モ
。
心
ヲ
静
メ
ハ
事
ニ
フ
レ
テ
哀
ヲ
増
ヘ
シ
。

　

Ｂ
本仏

道
ヲ
願
ヘ
キ
由
承
テ
注
申
ス
夫
極
楽
ヲ
願
ハ
ン
ト
思
召
サ
ハ
先
我
身
ヲ
悦
テ
重
テ
実
ノ
縁
ヲ

結
ヒ
給
ヘ
シ
其
故
ハ
適
難
二

キ
受
一

人
身
ヲ
受
又
難
二

キ
遇
一

仏
法
ニ
遇
ル
此
既
ニ
極
楽
ヲ
得
タ

ル
也
但
シ
夫
ニ
タ
エ
ス
ハ
折
ニ
随
テ
琴
ノ
ネ
笛
ノ
ヲ
ト
是
心
ヲ
カ
キ
ラ
ス
加
様
ニ
ヤ
サ
シ
ク
哀

レ
ナ
ル
音
ヲ
聞
テ
モ
心
ヲ
静
メ
事
ニ
触
テ
哀
ヲ
マ
ス
ヘ
シ

　

こ
の
箇
所
だ
け
見
て
み
る
と
、
Ａ
系
統
の
方
が
Ｂ
系
統
よ
り
も
意
味
の
通
る
文
章
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
Ａ
は
経
典
の
引
用
箇
所
も
読
み
下
し
て
お
ら
ず―
―

仏
書
の
場
合
、
仏
陀

の
こ
と
ば
で
あ
る
経
典
の
引
用
は
、
い
く
ら
仮
名
書
き
と
言
え
ど
も
書
き
下
す
こ
と
は
し
な
い
も
の

で
あ
る―

―

、
た
し
か
に
下
巻
末
に
「
諸
本
校
合
訖
」
と
あ
る
と
お
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

は
整
合
性
が
取
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

更
に
比
較
の
た
め
、
智
積
院
所
蔵
の
書
写
本
を
翻
刻
し
て
次
に
記
す
。

仏
道
ヲ

可
願
様
仮
名
ニ

書
テ

可
申
由
承
テ

人
ニ

尋
テ

注
ル
シ

申
ス

夫
極
楽
ヲ

願
ハ
ン
ト
思
食
ス

然
ハ

先
ツ

我

身
ヲ

悦
ヒ
テ

重
テ

実
ノ

縁
ヲ

結
ヒ

可
給
其
故
ハ

適
マ

難
受
一

受
二

人
身
ヲ一

難
ヲ二

値
ヒ一

仏
法
ニ

遇
ル

是
既
ニ

極
楽

ヲ

得
タ
ル

也
実
ニ

何
ヲ
カ

願
ヒ

求
メ

サ
ラ
ン
其
ノ

教
ヘ

様
々
ノ

経
論
ニ

有
リ

但
シ

夫
ニ

タ
エ
ス
ン
ハ
折
ニ

随
ヒ

テ

琴
ノ

音
笛
ノ

音
是
ニ

不
限
一

加
様
ニ

ヤ
サ
シ
ク
哀
レ
ヲ

催
ス

声
ヲ

聞
テ
モ

心
ヲ

シ
ツ
メ
事
ニ

触
レ
テ

哀
ヲ

可

増
ス一

也
（
8
）

　

智
積
院
本
と
Ａ
本
と
を
見
る
に
、
Ｂ
本
は
「
仮
名
ニ
書
テ
」
と
「
実
ニ
何
ヲ
カ
願
ヒ
求
メ
サ
ラ
ン

其
ノ
教
ヘ
様
々
ノ
経
論
ニ
有
リ
」
の
二
文
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

杜
撰
な
板
行
が
、
本
文
の
意
味
を
通
じ
に
く
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
で
、
Ｂ
と
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
板
木
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
の
、
使
っ
て
い
る
漢
字
な
ど
が

細
部
に
わ
た
っ
て
一
致
す
る
た
め
、
Ｃ
は
Ｂ
の
板
元
不
明
本
と
同
じ
底
本
を
用
い
て
い
る
か
、
も
し

く
は
、
Ｂ
を
基
に
し
て
新
た
に
Ｃ
の
板
木
を
彫
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
う
る
。
以
下
に
そ

れ
ぞ
れ
一
部
を
掲
載
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
三
行
目
の

「
肝
（
ト
コ
ロ
）
」
と
い
う

振
り
仮
名
は
独
特
で
、
こ

れ
は
Ａ
本
で
は
「
所
」
と

い
う
漢
字
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、「
云
」
の
漢

字
に
つ
い
て
も
、
書
き
癖

が
ひ
じ
ょ
う
に
似
通
っ
て

い
て
、
特
徴
的
で
あ
る
。

　

Ｂ
に
つ
い
て
は
奥
書
か

ら
、
お
そ
ら
く
覚
鑁
の
記

念
忌
に
あ
わ
せ
た
私
的
な

板
行
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
校
合
に
素

人
ら
し
さ
が
残
っ
て
い
た

と
も
推
測
で
き
る
。
底
本

で
抜
け
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、
板
木
を
彫
る

際
に
抜
け
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
テ
キ
ス
ト
に

用
い
た
Ｂ
板
に
つ
い
て
は

明
ら
か
に
怱
卒
で
あ
っ
た

印
象
を
受
け
る
。
更
に
Ｃ

板
で
は
、
Ｂ
を
写
す
際
に

い
く
つ
か
誤
刻
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
写
真
中
に
も
、
四
行
目
の
「
三
宝
」
が
、
Ｃ
で
は
「
宝
」
と
な
っ
て
、
三
が

抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
よ
う
。
い
よ
い
よ
杜
撰
で
あ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て

は
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。　

　

し
か
し
、
Ｂ
の
林
甚
右
衛
門
板
は
寛
永
か
ら
少
な
く
と
も
元
禄
ま
で
は
か
な
り
流
通
し
た
の
で
は

な
い
か
。
後
印
本
で
あ
る
刊
記
不
明
婦
屋
仁
兵
衛
板
も
含
め
る
と
、
相
当
数
が
現
存
し
て
い
る
。
一

　

 

図
３　

成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
寛
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一
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年
板
元
不
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板
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仏
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明
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仁
兵
衛
板

２－４



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

方
で
、
Ａ‒

１
の
板
木
屋
八
兵
衛
板
は
さ
ほ
ど
流
通
し
な
か
っ
た
と
思
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
板

木
屋
八
兵
衛
板
と
、
そ
の
修
訂
補
刻
板
で
あ
る
元
禄
七
年
婦
屋
仁
兵
衛
板
と
の
比
較
で
明
ら
か
に
な

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。

　

板
木
屋
八
兵
衛
板
と
元
禄
七
年
婦
屋
仁
兵
衛
板
は
、
匡
郭
の
状
態
な
ど
か
ら
恐
ら
く
同
じ
板
木
と

考
え
ら
れ
る
が
、
一
部
に
修
訂
補
刻
が
見
ら
れ
る
。
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
中
巻
を
欠
く

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
す
べ
て
に
つ
い
て
の
検
証
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
巻
上
の
三
七

丁
以
下
は
元
禄
七
年
板
は
板
木
屋
八
兵
衛
板
と
全
く
違
う
板
木
を
用
い
、
そ
の
内
容
に
も
異
同
が
あ

る
。

　

左
に
そ
の
一
部
を
引
く
。

　

Ａ‒

１其
亦
譬
バ
。
ア
タ
ヒ
ハ
。
タ
カ
ク
シ
テ
実
ノ
財
ハ
得
ズ
シ
テ
。
ヨ
シ
ナ
キ
物
ナ
ン
ド
ヲ
得
テ
後

ニ
悔
ユ
ガ
如
シ
。
其-

故
ハ
彼
輪-

王
ノ
位
モ
七
宝
不
久
。
天
上
ノ
楽
モ
五
衰
早
来
ル
。
是
何
ン

カ
浦-

山
敷
カ
ラ
ン
。
況
ヤ
余
ノ
人
ヲ
ヤ
輪
王
ノ
七
宝
ト
者
。
一
ニ
ハ
輪
宝
二
ニ
ハ
象
宝
三
ニ

ハ
馬
宝
四
ニ
ハ
珍
宝
五
ニ
ハ
女
宝
六
ニ
ハ
主
蔵
臣
宝
七
ニ
ハ
主
兵
臣
宝
也
是
皆
生-

滅
ノ
宝
也
。

然
ハ
早
他
念
ヲ
留
メ
テ
実
ノ
心
ニ
住
シ
テ
我-

造
ル
所
ノ
善-
根
ヲ
以
テ
三-

宝
ノ
境-

界
。
一-

切

衆
生
ニ
廻
向
シ
奉
テ
。
彼
衆
生
ト
共
ニ
菩
提
心
ヲ
発
テ
。
正
ク
極
楽
浄
土
ニ
生
ン
ト
廻
向
ス
ベ

キ
也
。

　

Ａ‒

２其
ハ
又
設
ハ
直
ヒ
ヲ
ハ
愚
シ
テ
。
実
ノ
宝
ヲ
ハ
不
得
シ
テ
無
由
物
ト
名
ヲ
エ
テ
。
後
ニ
ク
ヤ
シ

ム
カ
如
シ
。
其
故
ハ
彼
ノ
輪
王
ノ
位
モ
。
七
宝
久
シ
カ
ラ
ス
。
天
上
ノ
楽
モ
。
五
衰
早
来
ル
。

是
何
カ
浦
山
シ
カ
ラ
ン
。
何
況
ヤ
ヨ
ノ
人
ヲ
ヤ
。
輪
王
ノ
七
宝
ト
者
。
一
ニ
ハ
輪
宝
二
ニ
ハ
象

宝
四
ニ
ハ
珍
宝
五
ニ
ハ
女
宝
六
ニ
ハ
主
蔵
臣
宝
七
ニ
ハ
主
兵
宝
是
皆
生
滅
ノ
宝
也
。
然
ハ
早
其

思
ヲ
留
テ
。
実
ノ
心
ニ
住
シ
テ
。
吾
造
所
ノ
善
根
ヲ
以
テ
。
三
宝
ノ
境
界
一
切
衆
生
ニ
。
廻
向

シ
奉
テ
。
彼
衆
生
ト
共
ニ
。
菩
提
心
ヲ
起
シ
テ
。
正
極
楽
浄
土
ニ
生
ン
ト
廻
向
ス
ヘ
キ
也
。

　

こ
の
箇
所
だ
け
で
も
、
本
文
が
全
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
三
七
丁
以
下
の
板

木
に
不
備
が
あ
っ
て
新
た
に
板
木
ご
と
彫
り
直
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で

は
元
禄
七
年
板
の
本
文
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
入
手
し
た
の
か
と
い
う
と
、
全
く
の
同
文
が
Ｃ
系
統

に
見
出
せ
る
。
こ
れ
が
Ｂ
を
参
照
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
の
傍
線
部
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

板
木
屋
八
兵
衛
板
で
は
七
宝
に
つ
い
て
、
た
し
か
に
七
つ
の
宝
を
列
記
し
て
い
る
が
、
婦
屋
仁
兵

衛
板
で
は
「
三
ニ
ハ
馬
宝
」
の
部
分
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
引
用
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ

は
Ｃ
の
林
甚
右
衛
門
板
で
す
で
に
確
認
で
き
る
誤
刻
で
あ
り
、
Ｂ
の
刊
記
不
明
板
で
は
、
こ
の
よ
う

な
誤
刻
は
な
い
。
先
ほ
ど
の
「
三
宝
」
の
抜
け
同
様
、
こ
こ
で
も
Ｃ
本
は
誤
刻
を
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
、
Ａ‒

２
本
は
誤
刻
を
継
承
し
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
婦
屋
仁

兵
衛
は
板
木
屋
八
兵
衛
板
を
入
手
し
た
も
の
の
、
巻
上
三
七
丁
以
下
を
紛
失
し
た
か
、
全
く
使
い
物

に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
新
た
に
彫
る
必
要
に
逼
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
手
元
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
Ｃ
系
統
の
板
本
・
も
し
く
は
板
木
を
参
照
し
て
、
三
七
丁
以
下
を
彫
り
直
し
た
と
推
測

で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
婦
屋
仁
兵
衛
は
板
木
屋
八
兵
衛
板
の
板
木
は

入
手
で
き
た
が
、
板
本
は
手
元
に
お
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
板
本

が
手
元
に
あ
れ
ば
、
三
七
丁
以
下
は
そ
れ
を
も
と
に
板
木
を
彫
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
推
察

す
る
に
、
元
禄
七
年
当
時
、
流
通
し
て
い
た
の
は
Ｃ
系
統
の
み
で
あ
り
、
Ａ
・
Ｂ
の
両
系
統
は
入
手

し
が
た
い
状
況
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
こ
の
元
禄
七
年
板
の
誤
刻
は
、
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ

る
。
管
見
の
限
り
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』、『
続
浄
土
宗
全
書
』
な
ど
の
翻
刻
類
に
、
こ
の
誤
刻
は
そ

の
ま
ま
見
つ
け
ら
れ
る
。

　

先
述
の
通
り
、
板
木
屋
八
兵
衛
板
に
つ
い
て
は
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵
本
し
か
現
在
確
認
で
き

ず
、
そ
れ
が
中
巻
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
か
ら
、
現
在
流
通
し
て
い
る
元
禄
七
年
婦
屋

仁
兵
衛
板
の
テ
キ
ス
ト
が
ど
こ
ま
で
適
当
で
あ
る
か
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

元
禄
七
年
板
の
板
行
状
況
か
ら
、
少
な
く
と
も
寛
永
二
〇
年
か
ら
元
禄
七
年
程
度
ま
で
は
、
Ａ
系
統

の
テ
キ
ス
ト
よ
り
む
し
ろ
、
杜
撰
な
Ｂ
・
Ｃ
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
板
本
が
広
く
流
通
し
て
い
た
、
否
、

も
し
か
し
た
ら
元
禄
七
年
以
降
も
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
の
は
Ｂ
・
Ｃ
系
統
の
本
文
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い―

―

そ
う
推
察
さ
れ
る
程
度
に
、
Ｃ
の
林
甚
右
衛
門
板
や
、
婦
屋
仁
兵
衛
板
は
現
在
で
も

容
易
に
入
手
・
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る―

―

と
す
る
と
、
近
世
に
お
い
て
の
『
孝
養
集
』

テ
キ
ス
ト
の
利
用
は
Ｂ
・
Ｃ
系
統
の
諸
本
を
用
い
て
確
認
し
た
方
が
い
い
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
は
近
世
に
お
い
て
『
孝
養
集
』
の
影
響
を
考
え
る
上
で
は
、
念
頭
に
置
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。第

三
章　

『
孝
養
集
』
の
書
肆
に
つ
い
て

　

以
上
、
板
本
『
孝
養
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
つ
い
で
、
近
世
前
期
の
『
孝
養
集
』

流
布
に
お
い
て
、
伊
原
照
蓮
氏
も
指
摘
す
る
「
孝
養
集
な
る
著
作
が
覚
鑁
上
人
の
作
と
し
て
一
般
に

は
か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
た
が
、
学
僧
（
専
門
家
）
た
ち
は
、
孝
養
集
を
興
教
大
師
の
作
と
は
み

２－５



木
村　

近
世
前
期
に
お
け
る
『
孝
養
集
』
板
本
の
伝
播
と
そ
の
背
景

と
め
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
本
書
の
書
肆
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
そ
の
原
因
を
探

り
た
い
。

　

刊
本
『
孝
養
集
』
の
板
元
は
、
板
木
屋
八
兵
衛
、
林
甚
右
衛
門
、
林
（
婦
屋
）
仁
兵
衛
の
三
肆
が

主
に
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
内
、
板
木
屋
八
兵
衛
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
林
甚
右
衛
門
は
婦
屋

甚
右
衛
門
（
9
）。『

増
註
唐
賢
絶
句
三
体
詩
法
』（
寛
永
六
）
か
ら
『
止
観
輔
行
捜
要
記
』（
承
応
三
）
ま

で
刊
本
が
確
認
で
き
た
。
和
刻
本
漢
籍
か
ら
謡
本
ま
で
と
幅
広
い
書
籍
を
取
り
扱
っ
た
近
世
初
期
の

大
手
板
元
の
一
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
婦
屋
仁
兵
衛
に
つ
い
て
は
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書

総
覧
』
に
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
依
れ
ば
、

　
　
　

367
ふ
や
仁
兵
（
ふ
や
仁
）

　

婦
屋
仁
兵
衛
。
住
所
は
京
都
三
条
通
菱
屋
町
（
寛
文
二
年
刊
『
つ
る
の
さ
う
し
』、

寛
文
四
年
刊
『
増
補
以
呂
波
雑
韻
』、
寛
文
五
年
刊
『
二
十
四
孝
抄
』
）、
五
条
通
（
延

宝
五
年
刊
『
観
世
流
謡
本
』
）、
五
条
橋
通
松
屋
町
（
元
禄
七
年
刊
『
孝
養
集
』
）。『
板

元
総
覧
』
に
依
れ
ば
、
林
氏
で
、
林
甚
右
衛
門
、
林
伝
左
衛
門
を
父
祖
と
す
る
。
他
に

明
暦
二
年
刊
『
か
く
れ
里
の
物
語
』、
寛
文
八
年
刊
『
真
宗
肝
要
儀
』、
寛
文
九
年
刊
『
草

木
子
』、
延
宝
元
年
刊
『
愈
愚
随
筆
』、
元
禄
四
年
刊
『
最
要
鈔
』
な
ど
を
刊
行
し
て
い

る
）
10
（

。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
刊
記
不
明
板
の
婦
屋
仁
兵
衛
と
元
禄
七
年
板
の
婦
屋
仁
兵
衛
が
同
一
人
物

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
賛
同
す
る
。
し
か
し
引
用
し
た
よ
う
に
、
仁
兵
衛
は
林

伝
左
衛
門
を
父
祖
と
す
る
、
と
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
）
11
（

』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

疑
問
で
あ
る
。

　

伝
左
衛
門
の
活
動
時
期
は
そ
の
出
版
物
よ
り
、
最
短
で
も
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
慶
安
二
）
か
ら
『
観

音
懺
摩
法
』（
宝
暦
五
）
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
、
仁
兵
衛
の
活
動
期
間
は
『
童
子
経
并
抄
』

（
慶
安
三
）
か
ら
『
選
択
集
微
考
』（
元
禄
一
二
）、
と
推
定
で
き
る
。
両
者
の
活
動
開
始
時
期
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
更
に
活
動
期
間
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
伝
左
衛
門
の
方
が
長
い
こ
と
か
ら
、
伝
左
衛
門

を
仁
兵
衛
の
父
祖
0

0

と
見
な
す
の
は
困
難
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
両
者
の
出
版
物
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
ど
ち
ら
も
甚
右
衛
門
か
ら
板
木
譲
渡
さ

れ
て
後
印
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
仁
兵
衛
は
『
孝
養
集
』
以
外
に
も
『
女
訓
抄
』（
寛
永

一
九
）
を
譲
渡
さ
れ
て
万
治
元
年
に
後
印
本
を
、
伝
左
衛
門
も
『
表
無
表
色
章
』（
寛
永
二
〇
）
を

譲
ら
れ
て
寛
文
四
年
に
後
印
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
刊
本
を
見
て
み
る
と
、
幅
広
い
分
野

で
出
版
を
手
が
け
た
甚
右
衛
門
か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
と
お
ぼ
し
い
両
者
は
分
野
の
棲
み
分
け
を

行
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
同
じ
仏
書
で
も
、
仁
兵
衛
は
主
に
浄
土
門
の
仏
書―

―

特
に
浄
土
真
宗
の
僧

侶
・
存
覚
の
著
書―
―

を
刊
行
し
て
い
る
）
12
（

が
、
伝
左
衛
門
は
禅
門
の
仏
書
を
中
心
に
扱
っ
て
い
た
ら

し
い
、
と
り
わ
け
近
世
前
期
に
活
躍
し
た
曹
洞
宗
僧
侶
独
庵
玄
光
の
著
作
物
刊
行
に
深
く
関
わ
っ
て

い
た
よ
う
だ
）
13
（

。

　

伝
左
衛
門
は
宝
暦
頃
ま
で
活
動
を
続
け
る
が
、
仁
兵
衛
は
事
業
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
、
五
条
橋
通
に
う
つ
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
刊
行
に
関
わ
っ
た
板
本
の
数

も
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。
刊
記
不
明
板
『
孝
養
集
』
と
元
禄
七
年
板
の
そ
れ
と
で
板
木
が
異
な
る

の
も
移
転
が
影
響
し
た
か
）
14
（

。

　

今
、
細
か
く
婦
屋
仁
兵
衛
に
つ
い
て
そ
の
活
動
を
た
ど
っ
た
が
、
こ
れ
は
仁
兵
衛
が
特
に
浄
土

宗
・
浄
土
真
宗
に
特
化
し
て
仏
書
の
出
版
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
仁

兵
衛
は
『
孝
養
集
』
の
板
元
と
し
て
、
甚
右
衛
門
か
ら
板
木
を
引
き
継
ぎ
、
更
に
別
の
板
木
を
入
手

し
て
そ
の
板
行
に
も
努
め
て
い
る
が
、
彼
は
新
義
派
の
御
用
書
林
で
も
な
け
れ
ば
、
真
言
宗
の
仏
書

を
板
行
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

　

近
世
前
期
に
爆
発
的
に
巷
間
に
流
布
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
孝
養
集
』
の
板
元
が
浄
土
真
宗
の
関

係
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
更
に
言
う
と
、
管
見
の
限
り
、
甚
右
衛
門
も
真
言

宗
の
仏
書
板
行
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
板
本
『
孝
養
集
』
流
布
の
初
期
段
階

か
ら
、
板
元
と
新
義
派
と
の
関
係
は
希
薄
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
ぜ
学
僧
が
是
認
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
覚
鑁
作

0

0

0

の
『
孝
養
集
』
が
流
布
し
た
か
、

そ
の
答
え
は
、
そ
も
そ
も
刊
本
『
孝
養
集
』
が
新
義
派
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
出
版
さ
れ
て
い
た

か
ら
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
孝
養
集
』
の
板
本
と
そ
の
書
肆
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

　

本
書
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
に
問
題
が
あ
り
、『
孝
養
集
』
を
用
い
た
典
拠
調
査

な
ど
の
際
に
は
使
用
す
る
板
本
に
つ
い
て
留
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
書
肆
に

つ
い
て
の
検
討
か
ら
、『
孝
養
集
』
は
真
言
宗
新
義
派
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
書
肆
で
は
な
く
、
む

し
ろ
浄
土
真
宗
に
近
い
書
林
か
ら
板
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
伊
原
照
蓮
氏
の
指
摘
に
つ

い
て
、
そ
の
原
因
が
板
元
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
な
ぜ
学
僧
ら
が
懐
疑
的
で

あ
っ
た
〈
覚
鑁
作
〉
が
一
般
に
流
布
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
出
版
自
体
に
他
宗
派
の
影
響
が
色
濃

く
反
映
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
、
と
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
松
崎
恵
水
氏
は
、『
孝
養
集
』
と
覚
鑁
の
関
係
に
つ
い
て
、
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た

２－６



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
八
巻　

二
〇
一
五
年

浅
井
了
意
の
『
密
厳
上
人
行
状
記
』（
寛
文
一
一
刊
）
の
記
述
が
最
初
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
興
教

大
師
覚
鑁
が
親
に
対
す
る
孝
養
の
た
め
に
『
孝
養
集
』
を
製
作
し
た
と
す
る
説
は
伝
記
類
に
お
い
て

見
る
限
り
江
戸
時
代
以
降
に
成
立
し
た
物
と
考
え
ら
れ
る
）
15
（

。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
随
え
ば
、

単
純
に
〈
覚
鑁
作
『
孝
養
集
』
〉
の
普
及
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
浅
井
了
意
が
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ

る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
覚
鑁
伝
自
体
が
こ
の
当
時
、
新
義
派
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
真
宗
の
人
間

が
中
心
に
な
っ
て
巷
間
に
流
布
さ
せ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

『
密
厳
上
人
行
状
記
』
は
寛
文
一
一
年
の
板
行
で
あ
る
が
、『
孝
養
集
』
の
平
仮
名
本
が
今
回
の
調

査
で
寛
文
九
年
の
板
行
と
判
明
し
た
。
平
仮
名
本
の
登
場
は
『
孝
養
集
』
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
浄
土
真
宗
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も

と
づ
く
覚
鑁
伝
普
及
の
最
大
の
も
の
が
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

別
稿
）
16
（

で
も
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
平
仮
名
本
『
孝
養
集
』
や
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
板
行
頃
に

は
、
覚
鑁
縁
の
寺
院
で
す
ら
、
覚
鑁
伝
が
廃
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
現
在
に
残
っ
て
い
る
）
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（
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新
義
派
は
覚
鑁
伝
の
整
理
に
浄
土
真
宗
よ
り
も
後
れ
を
取
っ
た
と
思
し
く
、
智
積
院
の
運
敞
が
覚

鑁
伝
を
含
む
『
結
網
集
』
を
上
梓
し
た
の
は
、
下
る
こ
と
貞
享
元
年
に
な
っ
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
上

梓
に
少
な
か
ら
ず
『
孝
養
集
』
流
布
や
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
の
人
気
が
影
響
し
た
の
は
、
学
僧
ら

が
否
定
的
見
解
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
『
孝
養
集
』
執
筆
の
伝
を
運
敞
が
『
結
網
集
』
に
取

り
入
れ
た
こ
と
か
ら
も
計
り
知
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
運
敞
が
『
孝
養
集
』
を
開
祖
の
筆
と

判
断
し
た
と
考
え
て
問
題
な
い
と
思
う
が
、
彼
が
そ
う
結
論
づ
け
た
契
機
の
一
に
板
本
『
孝
養
集
』

や
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

近
世
に
お
け
る
仏
書
の
最
大
の
特
徴
は
出
版
と
宗
教
と
が
密
に
関
係
を
持
ち
合
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
そ
れ
に
よ
り
多
く
の
仏
書
が
板
行
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
宗
派
間
の
複
雑
な
相
互
干
渉
も
あ
っ

た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。『
孝
養
集
』
の
板
本
伝
播
も
、
そ
の
ひ
と
つ
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

〔
註
〕

（
１
）　

た
と
え
ば
宮
坂
宥
勝
に
よ
る
『
興
教
大
師
覚
鑁
写
本
集
成　

第
四
巻
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
七
）
の
解
説
に
、「
本

書
は
、
今
日
で
は
覚
鑁
に
仮
託
さ
れ
た
偽
書
と
み
ら
れ
て
い
る
。
が
、
す
で
に
室
町
後
期
頃
に
は
高
野
山
伝
法

院
覚
鑁
作
と
し
て
書
写
本
が
流
布
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。」

（
２
）　

中
野
達
慧
「
興
教
大
師
御
撰
述
に
対
す
る
書
史
学
的
研
究 (

完)

」（
『
密
教
研
究
』
三
六
号
、
一
九
三
〇
）

（
３
）　

伊
原
照
蓮
「
運
敞
僧
正
と
孝
養
集
」（
興
教
大
師
研
究
論
集
編
集
委
員
会
『
興
教
大
師
覚
鑁
研
究
』（
春
秋
社
、

一
九
九
二
）
所
収
）

（
４
）　

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典　

第
二
巻
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
）
に
依
る
。
傍
線
は
筆
者
が
施
し
た
。

（
５
）　

三
浦
章
夫
編
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』（
ピ
タ
カ
、
一
九
七
七
）

（
６
）　

註
（
３
）
に
依
る
。

（
７
）　

註
（
４
）
に
依
る
。

（
８
）　

翻
刻
は
『
興
教
大
師
覚
鑁
写
本
集
成　

第
四
巻
』（
法
蔵
館
、
一
九
九
七
）
所
収
の
影
印
に
も
と
づ
く
。

（
９
）　

井
上
隆
明
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
總
覧
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
八
）

（
10
）　

市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
）

（
11
）　

註
（
９
）
に
依
る
。

（
12
）　

婦
屋
仁
兵
衛
に
よ
る
存
覚
の
出
版
物
は
以
下
の
通
り
。

 

　

『
真
宗
肝
要
儀
』（
寛
文
八
）
／
『
女
人
往
生
聞
書
』（
寛
文
九
）
／
『
報
恩
記
』（
元
禄
四
）

（
13
）　

婦
屋
伝
左
衛
門
に
よ
る
独
庵
玄
光
の
出
版
物
は
以
下
の
通
り
。

 

　

『
蒙
山
対
客
』（
寛
文
六
）
／
『
孝
感
編
』（
延
宝
五
）
／
『
儒
釈
筆
陣
』（
天
和
二
）
／
『
善
哉
宝
訓
』（
元
禄
五
）

／
『
独
庵
独
語
』（
天
和
三
）

（
14
）　

更
に
言
う
な
ら
ば
、
同
じ
仏
書
の
出
版
を
手
が
け
て
い
て
も
、
古
典
を
中
心
と
し
た
仁
兵
衛
よ
り
、
当
代
の

禅
僧
の
仏
書
を
扱
っ
た
伝
左
衛
門
の
方
が
こ
の
当
時
既
に
時
流
に
合
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）　

松
崎
恵
水
「
『
孝
養
集
』
に
つ
い
て
」（
日
本
密
教
学
会
事
務
局
『
密
教
学
研
究
』
二
〇
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）

（
16
）　

「
浅
井
了
意
『
密
厳
上
人
行
状
記
』
に
つ
い
て―

―

典
拠
・
執
筆
姿
勢
・
影
響―

―

」（
『
近
世
文
藝
』
一
〇
一
号
、

二
〇
一
五
年
一
月　

所
収
）

（
17
）　

「
根
来
寺
文
書
」（
御
室
西
蓮
院
本
）
に
は
覚
鑁
由
来
の
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。「
寛

文
十
年
五
月
十
八
日
、
和
州
信
貴
毘
沙
門
開
帳
之
間
、
参
詣
了
、
鑁
上
人
事
、
住
侶
之
輩
粗
尋
之
処
、
無
所
知

輩
者
也
」（
『
興
教
大
師
伝
記
史
料
全
集
』
史
料
編
に
依
る
）。
信
貴
山
に
お
け
る
宝
珠
伝
承
は
覚
鑁
伝
の
魅
力
の

一
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寛
文
一
〇
年
当
時
は
信
貴
山
の
住
侶
さ
え
も
、
こ
の
伝
承
を
知
ら
な
い
者
が
殆
ど
で
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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The Printed Works of KOYO-SHU and Their Impact

KIMURA  Michiko

Abstract

"KOYO-SHU" is a book about the discharging of filial duties, reportedly written by KAKUBAN, 

patriarch of the Shingon sect's New School of Righteousness.

There are four anthologies relating to the printed works of "KOYO-SHU".  Furthermore, there are 

two sets of differing texts for each of these anthologies. Doshisha University is in possession of one 

of the oldest of the texts printed in 1642.  FUYA JINBE acquired the printing blocks for this text and 

arranged for a reprinting in 1694.  This the most important and most often printed of the "KOYO-SHU" 

texts.

The second oldest text, printed in 1642, is in the Buddhist library at NARITA Shrine.  This text 

is the same as one dated 1643 and printed by HAYASHI JINEMON.  From at least 1642 to 1694, the 

Narita text seems to have been an extremely popular edition.

One of the publishers of "KOYO-SHU" in the early modern period was FUYA JINBE.  His father 

might have been HAYASHI JINEMON.  Together they published many books about Buddhism, 

especially Shin-Buddhism, although they did not publish anything relating to the SHINGON sect. 

Indeed, it is reported that the Shingon sect considered "KOYO-SHU" to have been apocryphal.

Key words: KOYO-SHU, KAKUBAN, early Edo priod, Publisher, text
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